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は じ め に 

 

（社）日本建設業連合会は、会員企業の環境に対する取り組みの指針となる「建設業の

環境自主行動計画」を策定し、達成目標や実施方策等を明確にしたうえで、環境活動の推

進に努めてきました。 

近年、生物の絶滅が過去にない速度で進行し、地球規模で生態系・生物多様性が損なわ

れることが懸念され、生物多様性の保全およびその持続可能な利用を行うことが喫緊の課

題となっています。 

わが国においては、平成 20 年 6 月に「生物多様性基本法」、平成 21 年 8 月に「生物多様

性民間参画ガイドライン」を制定するなど、政府・地方自治体・企業・民間団体・国民が

連携してこの課題に取り組むための環境が整備されてきました。さらに、平成 22 年 10 月

に名古屋で開催された「生物多様性条約第 10 回締約国会議（ＣＯＰ10）」において、わが

国は、議長国として各国の意見を取りまとめ、「名古屋議定書」および「愛知目標」の採択

に貢献しました。平成 24 年 9 月には「生物多様性国家戦略 2012－2020」を閣議決定し、

今後５年間の政府の行動計画として具体的施策が明示され、自治体においては、それらの

施策を具現化するための戦略が立案されつつあります。 

一方、自然環境と密接に係わる建設業界は、従来から生態系に配慮した取り組みを進め

てきましたが、生物多様性を取り巻く世界的な潮流の中においては、当業界が行っている

活動をさらに深化、発展させていく必要があります。 

このような状況を踏まえ、環境委員会としては、生物多様性専門部会において「生物多

様性と建設業の係わり」をテーマに、生物多様性に係わる構造物構築時の配慮事項等の収

集・分類整理、会員各社が担った事業においてどのような生物に配慮したか等の調査を行

いました。本報告書はその成果をまとめたものであり、建設業の生物多様性との係わりに

ついての認識をさらに深めるとともに、会員各社の今後の取り組みやＰＲ活動の一助とし

て活用いただければ幸甚です。 

最後になりましたが、ご多忙にもかかわらず貴重な資料を提供いただいた会員各社、ま

た本報告書の編集に協力いただきました委員の皆様に厚く御礼申し上げます。 
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社団法人 日本建設業連合会 

環境委員会 

委員長 大田 弘 
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ド
ラ

イ
ン

－
広

島
県

環
境

配
慮

推
進

要
綱

の
手

引
き

－
 
平

成
1
6
年

3
月

、
p
p
.
2
0
8
～

2
0
9

湿
生

植
物

―

2
0
9

農
用

地
農

村
統

合
整

備
モ

デ
ル

事
業

（
ほ

場
整

備
）

用
水

路
工

用
水

路
工

農
村

環
境

整
備

、
景

観
保

全
・

整
備

水
辺

景
観

の
形

成
、

生
態

系
保

全
、

多
面

的
機

能
発

揮

「
田

ん
ぼ

の
詩

ふ
れ

あ
い

整
備

事
業

」
に

よ
る

農
村

環
境

保
全

、
景

観
配

慮
（

車
道

と
歩

道
の

間
に

茶
の

木
等

の
垣

根
）

親
水

水
路

、
水

路
へ

の
玉

石
の

敷
き

詰
め

と
水

辺
植

物
の

植
栽

、
水

生
生

物
や

川
魚

の
生

息
場

等
生

態
系

配
慮

構
造

環
境

配
慮

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

－
広

島
県

環
境

配
慮

推
進

要
綱

の
手

引
き

－
 
平

成
1
6
年

3
月

、
p
p
.
2
1
0
～

2
1
1

水
生

生
物

、
魚

類
、

水
辺

植
物

農
道

、
水

路
へ

の
愛

称
つ

け

2
1
0

農
用

地
ほ

場
整

備
整

地
工

暗
渠

排
水

工
野

生
生

物
の

保
護

・
保

全
希

少
種

の
保

全
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
の

実
施

に
よ

る
希

少
種

の
保

全
生

物
多

様
性

配
慮

指
針

事
例

集
（

農
用

地
）

、
平

成
2
3
年

3
月

、
兵

庫
県

、
p
p
.
3
1
～

3
3

ア
ブ

ラ
ハ

ヤ
、

ド
ジ

ョ
ウ

、
ギ

バ
チ

、
ハ

ッ
チ

ョ
ウ

ト
ン

ボ
、

メ
ダ

カ

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

計
画

保
全

対
象

生
物

の
設

定
環

境
機

盤
の

変
化

維
持

管
理

の
変

化
状

況

2
1
1

農
用

地
ほ

場
整

備
用

水
路

工
植

生
工

野
生

生
物

の
保

護
・

保
全

希
少

種
の

保
全

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

の
実

施
に

よ
る

希
少

種
の

保
全

生
物

多
様

性
配

慮
指

針
事

例
集

（
農

用
地

）
、

平
成

2
3
年

3
月

、
兵

庫
県

、
p
p
.
3
1
～

3
3

ア
ブ

ラ
ハ

ヤ
、

ド
ジ

ョ
ウ

、
ギ

バ
チ

、
ハ

ッ
チ

ョ
ウ

ト
ン

ボ
、

メ
ダ

カ

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

計
画

保
全

対
象

生
物

の
設

定
環

境
機

盤
の

変
化

維
持

管
理

の
変

化
状

況

2
1
2

農
用

地
ほ

場
整

備
排

水
路

工
植

生
工

野
生

生
物

の
保

護
・

保
全

希
少

種
の

保
全

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

の
実

施
に

よ
る

希
少

種
の

保
全

生
物

多
様

性
配

慮
指

針
事

例
集

（
農

用
地

）
、

平
成

2
3
年

3
月

、
兵

庫
県

、
p
p
.
3
1
～

3
3

ア
ブ

ラ
ハ

ヤ
、

ド
ジ

ョ
ウ

、
ギ

バ
チ

、
ハ

ッ
チ

ョ
ウ

ト
ン

ボ
、

メ
ダ

カ

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

計
画

保
全

対
象

生
物

の
設

定
環

境
機

盤
の

変
化

維
持

管
理

の
変

化
状

況

2
1
3

農
用

地
水

路
工

事
法

面
工

植
生

工
野

生
生

物
の

生
息

環
境

の
保

全
・

創
出

多
様

な
緑

地
な

ど
の

保
全

・
創

出
管

理
に

よ
る

多
様

な
生

息
・

生
育

環
境

の
維

持
・

創
出

生
物

多
様

性
配

慮
指

針
事

例
集

（
農

用
地

）
、

平
成

2
3
年

3
月

、
兵

庫
県

、
p
.
3
4

魚
類

爬
虫

類
両

生
類

水
生

動
物

水
生

植
物

畦
畔

草
地

の
維

持
多

年
生

植
物

の
抑

制
在

来
植

生
の

回
復

外
来

種
の

除
去

2
1
4

農
用

地
水

路
工

事
土

工
掘

削
工

野
生

生
物

の
生

息
環

境
の

保
全

・
創

出
多

様
な

緑
地

な
ど

の
保

全
・

創
出

生
息

・
生

育
環

境
の

改
変

を
最

小
限

に
留

め
る

ル
ー

ト
（

ま
た

は
改

変
範

囲
の

）
選

定
や

工
法

、
構

造
の

採
用

生
物

多
様

性
配

慮
指

針
事

例
集

（
農

用
地

）
、

平
成

2
3
年

3
月

、
兵

庫
県

、
p
p
.
2
4
～

2
5

魚
類

爬
虫

類
両

生
類

水
生

動
物

水
生

植
物

現
況

水
路

の
保

全
利

用
路

線
の

迂
回

バ
イ

パ
ス

水
路

暗
渠

水
路

2
1
5

農
用

地
水

路
工

事
暗

渠
工

現
場

打
暗

渠
工

野
生

生
物

の
生

息
環

境
の

保
全

・
創

出
多

様
な

緑
地

な
ど

の
保

全
・

創
出

生
息

・
生

育
環

境
の

改
変

を
最

小
限

に
留

め
る

ル
ー

ト
（

ま
た

は
改

変
範

囲
の

）
選

定
や

工
法

、
構

造
の

採
用

生
物

多
様

性
配

慮
指

針
事

例
集

（
農

用
地

）
、

平
成

2
3
年

3
月

、
兵

庫
県

、
p
p
.
2
4
～

2
5

魚
類

爬
虫

類
両

生
類

水
生

動
物

水
生

植
物

現
況

水
路

の
保

全
利

用
路

線
の

迂
回

バ
イ

パ
ス

水
路

暗
渠

水
路
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N
o
.

事
業

分
野

事
業

区
分

工
事

区
分

工
種

配
慮

項
目

配
慮

事
項

配
慮

事
例

出
典

等
(
文

献
･
論

文
･
U
R
L
等

)
対

象
生

物
そ

の
他

2
1
6

農
用

地
河

川
及

び
排

水
路

工
事

法
覆

護
岸

工
羽

口
工

野
生

生
物

の
生

息
環

境
の

保
全

・
創

出
多

様
な

水
辺

環
境

の
保

全
・

創
出

水
域

と
陸

域
の

接
点

の
多

様
性

の
確

保
生

物
多

様
性

配
慮

指
針

事
例

集
（

農
用

地
）

、
平

成
2
3
年

3
月

、
兵

庫
県

、
p
p
.
1
9
～

2
1

魚
類

爬
虫

類
両

生
類

水
生

動
物

水
生

植
物

鳥
類

ふ
と

ん
篭

・
蛇

篭
木

工
・

そ
だ

沈
床

置
き

石
・

浮
き

石
石

積
み

護
岸

（
空

石
積

み
）

杭
・

柵

2
1
7

農
用

地
河

川
及

び
排

水
路

工
事

法
覆

護
岸

工
多

自
然

型
護

岸
工

野
生

生
物

の
生

息
環

境
の

保
全

・
創

出
多

様
な

水
辺

環
境

の
保

全
・

創
出

水
域

と
陸

域
の

接
点

の
多

様
性

の
確

保
生

物
多

様
性

配
慮

指
針

事
例

集
（

農
用

地
）

、
平

成
2
3
年

3
月

、
兵

庫
県

、
p
p
.
1
9
～

2
1

魚
類

爬
虫

類
両

生
類

水
生

動
物

水
生

植
物

鳥
類

ふ
と

ん
篭

・
蛇

篭
木

工
・

そ
だ

沈
床

置
き

石
・

浮
き

石
石

積
み

護
岸

（
空

石
積

み
）

杭
・

柵

2
1
8

農
用

地
ほ

場
整

備
排

水
路

工
植

生
工

野
生

生
物

の
生

息
環

境
の

保
全

・
創

出
多

様
な

緑
地

な
ど

の
保

全
・

創
出

幹
線

水
路

（
県

営
圃

場
整

備
事

業
）

の
機

能
を

有
す

る
と

と
も

に
、

国
の

特
別

天
然

記
念

物
「

ナ
ベ

ツ
ル

」
の

生
息

活
動

場
所

と
し

て
の

役
割

も
果

た
し

て
お

り
、

ツ
ル

の
生

態
系

や
環

境
等

に
配

慮

山
口

県
環

境
生

活
部

環
境

政
策

課
,
「

山
口

県
環

境
配

慮
事

例
集

（
増

補
版

）
」

平
成

1
5
年

2
月

、
p
.
6
7

ナ
ベ

ツ
ル

・
「

ツ
ル

と
人

間
と

の
共

存
」

に
よ

る
地

域
の

活
性

化
、

里
づ

く
り

の
推

進
・

排
水

路
を

フ
リ

ー
ロ

ッ
ク

工
法

で
整

備
し

、
ツ

ル
の

活
動

や
集

落
の

環
境

に
配

慮
・

美
し

い
農

村
景

観
の

構
築

（
農

道
の

舗
装

＋
法

面
植

栽
）

・
農

地
や

農
業

用
施

設
の

法
面

緑
化

2
1
9

農
用

地
農

用
地

造
成

工
事

ほ
場

内
沈

砂
池

工
じ

ゃ
か

ご
野

生
生

物
の

生
息

環
境

の
保

全
・

創
出

多
様

な
水

辺
環

境
の

保
全

・
創

出
景

観
及

び
生

物
の

生
息

区
域

に
配

慮
宮

城
県

農
林

水
産

部
農

村
振

興
課

、
環

境
調

和
に

配
慮

し
た

事
業

実
施

事
例

一
覧

、
平

成
1
6
年

2
月

、
事

例
0
5

魚
類

水
生

動
物

水
生

植
物

・
堤

体
法

面
護

岸
工

法
従

来
：

平
板

ブ
ロ

ッ
ク

工
法

改
良

点
→

カ
ゴ

マ
ッ

ト
工

（
蓋

な
し

）
・

た
め

池
等

整
備

事
業

2
2
0

農
用

地
水

路
工

事
擁

壁
工

石
積

工
野

生
生

物
の

生
息

環
境

の
保

全
・

創
出

多
様

な
水

辺
環

境
の

保
全

・
創

出
・

集
落

の
環

境
整

備
　

県
営

中
山

間
地

域
総

合
　

整
備

事
業

宮
城

県
農

林
水

産
部

農
村

振
興

課
、

環
境

調
和

に
配

慮
し

た
事

業
実

施
事

例
一

覧
、

平
成

1
6
年

2
月

、
事

例
0
6

魚
類

水
生

動
物

水
生

植
物

・
宅

地
と

町
道

間
の

現
況

水
路

構
造

を
景

観
に

配
慮

し
た

石
積

護
岸

・
「

川
端

」
（

か
ば

た
）

と
称

す
る

洗
い

場
の

設
置

2
2
1

農
用

地
ほ

場
整

備
工

事
用

水
路

工

排
水

路
工

植
生

工

植
生

工

野
生

生
物

の
生

息
環

境
の

保
全

・
創

出
多

様
な

水
辺

環
境

の
保

全
・

創
出

水
辺

に
木

陰
を

作
る

樹
林

・
樹

木
な

ど
の

河
畔

林
・

魚
付

き
林

の
保

全
と

創
出

○
用

水
路

沿
い

の
樹

林
の

保
存

、
樹

木
の

植
栽

に
よ

る
生

息
環

境
の

提
供

生
物

多
様

性
配

慮
指

針
事

例
集

（
農

用
地

）
、

平
成

2
3
年

2
月

、
兵

庫
県

、
p
.
3
5

昆
虫

類
・

ゲ
ン

ジ
ボ

タ
ル

・
カ

ワ
ニ

ナ
魚

類
鳥

類

既
存

樹
木

の
保

存
、

樹
木

の
植

栽

2
2
2

農
用

地
水

路
工

事
法

面
工

植
生

工
野

生
生

物
の

生
息

環
境

の
保

全
・

創
出

多
様

な
水

辺
環

境
の

保
全

・
創

出
水

辺
に

木
陰

を
作

る
樹

林
・

樹
木

な
ど

の
河

畔
林

・
魚

付
き

林
の

保
全

と
創

出

○
用

水
路

沿
い

の
樹

林
の

保
存

、
樹

木
の

植
栽

に
よ

る
生

息
環

境
の

提
供

生
物

多
様

性
配

慮
指

針
事

例
集

（
農

用
地

）
、

平
成

2
3
年

2
月

、
兵

庫
県

、
p
.
3
5

昆
虫

類
・

ゲ
ン

ジ
ボ

タ
ル

・
カ

ワ
ニ

ナ
魚

類
鳥

類

既
存

樹
木

の
保

存
、

樹
木

の
植

栽

2
2
3

農
用

地
河

川
及

び
排

水
路

工
事

法
覆

護
岸

工
多

自
然

型
護

岸
工

野
生

生
物

の
生

息
環

境
の

保
全

・
創

出
多

様
な

水
辺

環
境

の
保

全
・

創
出

水
辺

に
木

陰
を

作
る

樹
林

・
樹

木
な

ど
の

河
畔

林
・

魚
付

き
林

の
保

全
と

創
出

○
粗

朶
柵

工
及

び
石

積
み

を
用

い
た

護
岸

工
法

と
し

て
多

孔
質

空
間

を
創

出

生
物

多
様

性
配

慮
指

針
事

例
集

（
農

用
地

）
、

平
成

2
3
年

2
月

、
兵

庫
県

、
p
.
3
5

昆
虫

類
・

ゲ
ン

ジ
ボ

タ
ル

・
カ

ワ
ニ

ナ
魚

類
鳥

類

粗
朶

柵
工

、
連

柴
柵

工

2
2
4

農
用

地
－

－
－

野
生

生
物

の
生

息
環

境
の

保
全

・
創

出
多

様
な

水
辺

環
境

の
保

全
・

創
出

工
事

に
よ

る
土

砂
流

出
・

堆
積

、
濁

水
の

防
止

策
の

実
施

○
水

田
か

ら
濁

水
流

出
を

防
止

す
る

た
め

、
排

水
止

水
板

の
設

置
、

代
掻

き
の

か
け

流
し

抑
制

、
無

代
掻

き
栽

培
の

実
施

生
物

多
様

性
配

慮
指

針
事

例
集

（
農

用
地

）
、

平
成

2
3
年

3
月

、
兵

庫
県

、
p
.
3
6

魚
類

排
水

止
水

板
、

代
掻

き
の

か
け

流
し

抑
制

、
無

代
掻

き
栽

培
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N
o
.

事
業

分
野

事
業

区
分

工
事

区
分

工
種

配
慮

項
目

配
慮

事
項

配
慮

事
例

出
典

等
(
文

献
･
論

文
･
U
R
L
等

)
対

象
生

物
そ

の
他

2
2
5

農
用

地
水

路
工

事
落

差
工

落
差

工
生

物
生

息
環

境
の

保
全

・
創

出
生

物
生

息
空

間
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
へ

の
配

慮
エ

コ
コ

リ
ド

ー
と

し
て

の
道

路
法

面
の

緑
化

や
河

川
（

水
域

）
の

連
続

性
の

確
保

水
域

と
陸

域
、

異
な

る
水

域
間

で
の

連
続

性
の

確
保

○
田

面
と

排
水

路
の

落
差

解
消

：
魚

道
の

設
置

・
管

理

生
物

多
様

性
配

慮
指

針
事

例
集

（
農

用
地

）
、

平
成

2
3
年

3
月

、
兵

庫
県

、
p
p
.
1
3
～

1
6

魚
類

・
フ

ナ
・

タ
ナ

ゴ
・

ド
ジ

ョ
ウ

水
田

魚
道

コ
ン

ク
リ

ー
ト

製
魚

道
、

丸
型

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

製
魚

道
、

Ｕ
型

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

製
魚

道

2
2
6

農
用

地
ほ

場
整

備
工

事
用

水
路

工
(
開

水
路

)

排
水

路
工

用
水

路
工

排
水

路
工

野
生

生
物

の
生

息
環

境
の

保
全

・
創

出
多

様
な

水
辺

環
境

の
保

全
・

創
出

エ
コ

コ
リ

ド
ー

と
し

て
の

道
路

法
面

の
緑

化
や

河
川

（
水

域
）

の
連

続
性

の
確

保
水

域
と

陸
域

、
異

な
る

水
域

間
で

の
連

続
性

の
確

保

○
田

面
と

排
水

路
の

落
差

解
消

：
魚

道
の

設
置

・
管

理

生
物

多
様

性
配

慮
指

針
事

例
集

（
農

用
地

）
、

平
成

2
3
年

3
月

、
兵

庫
県

、
p
p
.
1
3
～

1
6

魚
類

・
フ

ナ
・

タ
ナ

ゴ
・

ド
ジ

ョ
ウ

水
田

魚
道

コ
ン

ク
リ

ー
ト

製
魚

道
、

丸
型

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

製
魚

道
、

Ｕ
型

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

製
魚

道

2
2
7

農
用

地
河

川
及

び
排

水
路

工
事

法
覆

護
岸

工
多

自
然

型
護

岸
工

生
物

生
息

環
境

の
保

全
・

創
出

エ
コ

ト
ー

ン
へ

の
配

慮
水

域
と

陸
域

、
異

な
る

水
域

間
で

の
連

続
性

の
確

保
工

法
の

工
夫

に
よ

る
多

様
な

生
息

・
生

育
環

境
の

創
出

自
然

石
な

ど
自

然
の

材
料

の
使

用
護

岸
や

根
固

め
工

で
の

網
柵

な
ど

を
用

い
た

植
生

護
岸

や
空

隙
の

あ
る

材
料

の
使

用

○
ふ

と
ん

篭
・

蛇
篭

、
そ

だ
沈

床
、

敷
石

、
石

積
護

岸
等

生
物

多
様

性
配

慮
指

針
事

例
集

（
農

用
地

）
、

平
成

2
3
年

3
月

、
兵

庫
県

、
p
p
.
1
9
～

2
1

魚
類

・
イ

バ
ラ

ト
ミ

ヨ
ふ

と
ん

篭
・

蛇
篭

木
工

・
そ

だ
沈

床
置

き
石

・
浮

き
石

石
積

み
護

岸
（

空
石

積
み

）
杭

・
柵

2
2
8

農
用

地
河

川
及

び
排

水
路

工
事

法
覆

護
岸

工
多

自
然

型
護

岸
工

野
生

生
物

の
生

息
環

境
の

保
全

・
創

出
多

様
な

水
辺

環
境

の
保

全
・

創
出

水
域

と
陸

域
、

異
な

る
水

域
間

で
の

連
続

性
の

確
保

工
法

の
工

夫
に

よ
る

多
様

な
生

息
・

生
育

環
境

の
創

出
自

然
石

な
ど

自
然

の
材

料
の

使
用

護
岸

や
根

固
め

工
で

の
網

柵
な

ど
を

用
い

た
植

生
護

岸
や

空
隙

の
あ

る
材

料
の

使
用

○
ふ

と
ん

篭
・

蛇
篭

、
そ

だ
沈

床
、

敷
石

、
石

積
護

岸
等

生
物

多
様

性
配

慮
指

針
事

例
集

（
農

用
地

）
、

平
成

2
3
年

3
月

、
兵

庫
県

、
p
p
.
1
9
～

2
1

魚
類

・
イ

バ
ラ

ト
ミ

ヨ
ふ

と
ん

篭
・

蛇
篭

木
工

・
そ

だ
沈

床
置

き
石

・
浮

き
石

石
積

み
護

岸
（

空
石

積
み

）
杭

・
柵

2
2
9

農
用

地
河

川
及

び
排

水
路

工
事

法
覆

護
岸

工
多

自
然

型
護

岸
工

野
生

生
物

の
生

息
環

境
の

保
全

・
創

出
空

隙
の

多
い

環
境

の
保

全
水

域
と

陸
域

、
異

な
る

水
域

間
で

の
連

続
性

の
確

保
工

法
の

工
夫

に
よ

る
多

様
な

生
息

・
生

育
環

境
の

創
出

自
然

石
な

ど
自

然
の

材
料

の
使

用
護

岸
や

根
固

め
工

で
の

網
柵

な
ど

を
用

い
た

植
生

護
岸

や
空

隙
の

あ
る

材
料

の
使

用

○
ふ

と
ん

篭
・

蛇
篭

、
そ

だ
沈

床
、

敷
石

、
石

積
護

岸
等

生
物

多
様

性
配

慮
指

針
事

例
集

（
農

用
地

）
、

平
成

2
3
年

3
月

、
兵

庫
県

、
p
p
.
1
9
～

2
1

魚
類

・
イ

バ
ラ

ト
ミ

ヨ
ふ

と
ん

篭
・

蛇
篭

木
工

・
そ

だ
沈

床
置

き
石

・
浮

き
石

石
積

み
護

岸
（

空
石

積
み

）
杭

・
柵

2
3
0

農
用

地
河

川
及

び
排

水
路

工
事

土
工

掘
削

工
盛

土
工

野
生

生
物

の
生

息
環

境
の

保
全

・
創

出
多

様
な

水
辺

環
境

の
保

全
・

創
出

工
法

の
工

夫
に

よ
る

多
様

な
生

息
・

生
育

環
境

の
創

出

○
水

路
の

年
間

を
通

し
た

流
量

状
況

を
確

認
し

、
最

大
流

量
や

最
少

流
量

等
に

つ
い

て
、

生
物

の
生

育
・

生
息

に
適

し
た

水
深

・
流

速
を

確
保

生
物

多
様

性
配

慮
指

針
事

例
集

（
農

用
地

）
、

平
成

2
3
年

3
月

、
兵

庫
県

、
p
p
.
3
7
～

3
8

農
用

地
：

農
2
(
2
)
②

1
5
-
2

魚
類

両
生

類
・

カ
エ

ル

瀬
や

淵
の

形
成

ワ
ン

ド
の

形
成
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N
o
.

事
業

分
野

事
業

区
分

工
事

区
分

工
種

配
慮

項
目

配
慮

事
項

配
慮

事
例

出
典

等
(
文

献
･
論

文
･
U
R
L
等

)
対

象
生

物
そ

の
他

2
3
1

農
用

地
河

川
及

び
排

水
路

工
事

－
－

周
辺

環
境

と
の

調
和

景
観

の
配

慮
排

水
路

の
水

辺
空

間
の

整
備

○
遊

歩
道

の
脇

に
土

塀
を

め
ぐ

ら
し

周
辺

の
景

観
に

配
慮

○
親

水
テ

ラ
ス

を
設

け
、

水
に

ち
か

づ
け

る
配

慮

宮
城

県
農

林
水

産
部

農
村

振
興

課
、

環
境

調
和

に
配

慮
し

た
事

業
実

施
事

例
一

覧
、

平
成

1
6
年

2
月

、
事

例
0
7

－
管

理
利

用
施

設
保

全
（

管
理

道
路

・
安

全
施

設
・

階
段

工
・

ベ
ン

チ
・

管
理

歩
道

橋
）

亘
理

地
区

（
Ｈ

６
～

Ｈ
１

１
）

2
3
2

農
用

地
ほ

場
整

備
－

－
野

生
生

物
の

生
息

環
境

の
保

全
・

創
出

植
生

の
保

全
揚

水
機

場
の

調
整

池
護

岸
及

び
周

辺
の

植
樹

○
調

整
池

護
岸

を
化

粧
ブ

ロ
ッ

ク
○

シ
ダ

レ
ザ

ク
ラ

の
植

樹

宮
城

県
農

林
水

産
部

農
村

振
興

課
、

環
境

調
和

に
配

慮
し

た
事

業
実

施
事

例
一

覧
、

平
成

1
6
年

2
月

、
事

例
0
8

シ
ダ

レ
ザ

ク
ラ

第
三

揚
水

機
場

千
石

地
区

（
Ｈ

６
～

Ｈ
１

３
）

2
3
3

農
用

地
－

－
－

野
生

生
物

の
生

息
環

境
の

保
全

・
創

出
多

様
な

水
辺

環
境

の
保

全
・

創
出

新
し

い
生

息
・

生
育

環
境

の
創

出
（

冬
期

湛
水

に
よ

る
鳥

類
等

の
生

育
環

境
の

創
出

）

生
物

多
様

性
配

慮
指

針
事

例
集

（
農

用
地

）
、

平
成

2
3
年

3
月

、
兵

庫
県

、
p
p
.
4
1
～

4
2

鳥
類

コ
ウ

ノ
ト

リ
を

育
む

農
法

兵
庫

県
豊

岡
農

業
改

良
普

及
セ

ン
タ

ー

2
3
4

農
用

地
ほ

場
整

備
用

水
路

工
用

水
路

工
野

生
生

物
の

生
息

環
境

の
保

全
・

創
出

空
隙

の
多

い
環

境
の

保
全

自
然

石
な

ど
自

然
の

材
料

の
使

用
（

接
合

剤
を

用
い

な
い

空
石

積
み

）
生

物
多

様
性

配
慮

指
針

事
例

集
（

農
用

地
）

、
平

成
2
3
年

3
月

、
兵

庫
県

、
p
p
.
1
9
～

2
0

魚
類

接
着

剤
を

用
い

な
い

空
石

積
み

で
隙

間
に

土
が

堆
積

し
て

植
物

が
成

長
し

多
様

な
生

態
系

を
つ

く
る

2
3
5

農
用

地
ほ

場
整

備
用

水
路

工
用

水
路

工
野

生
生

物
の

生
息

環
境

の
保

全
・

創
出

空
隙

の
多

い
環

境
の

保
全

護
岸

や
根

固
め

工
で

の
網

柵
な

ど
を

用
い

た
植

生
護

岸
や

空
隙

の
あ

る
材

料
の

使
用

（
そ

だ
を

巻
き

つ
け

た
柵

、
詰

杭
で

つ
な

ぎ
裏

側
に

土
や

栗
石

、
砂

利
を

つ
め

る
）

生
物

多
様

性
配

慮
指

針
事

例
集

（
農

用
地

）
、

平
成

2
3
年

3
月

、
兵

庫
県

、
p
p
.
1
9
～

2
0

魚
類

多
孔

質
材

料
を

使
用

し
、

水
路

の
構

造
を

工
夫

ふ
と

ん
籠

、
蛇

籠
、

木
工

そ
だ

沈
床

、
置

石
、

浮
石

、
杭

、
柵

事
例

：
秋

田
県

駒
場

北
地

区
　

イ
バ

ラ
ト

ミ
ヨ

2
3
6

農
用

地
ほ

場
整

備
用

水
路

工
用

水
路

工
野

生
生

物
の

移
動

阻
害

要
素

の
排

除
・

抑
制

移
動

ル
ー

ト
の

確
保

小
動

物
の

脱
出

・
移

動
可

能
な

側
溝

な
ど

に
よ

る
脱

出
・

移
動

ル
ー

ト
の

確
保

（
水

路
蓋

、
水

路
か

ら
の

脱
出

施
設

、
二

段
式

排
水

路
）

生
物

多
様

性
配

慮
指

針
事

例
集

（
農

用
地

）
、

平
成

2
3
年

3
月

、
兵

庫
県

、
p
p
.
4
3
-
4
4

爬
虫

類
両

生
類

水
路

蓋
、

脱
出

施
設

、
二

段
式

排
水

路
事

例
：

栃
木

県
鬼

怒
川

地
区

　
カ

エ
ル

の
脱

出
施

設

2
3
7

農
用

地
ほ

場
整

備
用

水
路

工
用

水
路

工
野

生
生

物
の

移
動

阻
害

要
素

の
排

除
・

抑
制

移
動

ル
ー

ト
の

確
保

魚
道

の
設

置
な

ど
、

河
川

や
渓

流
、

周
辺

水
路

、
止

水
域

、
河

口
ま

で
の

連
続

性
の

確
保

（
階

段
式

落
差

工
、

粗
石

付
き

急
流

工
）

生
物

多
様

性
配

慮
指

針
事

例
集

（
農

用
地

）
、

平
成

2
3
年

3
月

、
兵

庫
県

、
,
p
p
.
6
～

1
1

魚
類

階
段

式
落

差
工

、
粗

石
付

き
急

流
工

2
3
8

農
用

地
水

路
土

工
整

地
仕

上
げ

工
野

生
生

物
の

生
息

環
境

の
保

全
・

創
出

多
様

な
水

辺
環

境
の

保
全

・
創

出
調

整
池

護
岸

お
よ

び
周

辺
整

備
事

業
で

、
町

、
土

地
改

良
区

、
地

域
住

民
の

代
表

者
と

話
し

合
い

、
蓮

が
植

栽
さ

れ
た

景
観

に
配

慮
し

、
か

つ
コ

ス
ト

を
抑

え
た

計
画

と
し

た

宮
城

県
農

林
水

産
部

農
村

振
興

課
、

環
境

調
和

に
配

慮
し

た
事

業
実

施
事

例
一

覧
、

平
成

1
6
年

2
月

、
事

例
0
9

水
生

植
物

ハ
ス

宮
城

県
遠

田
郡

　
木

間
塚

地
区

調
整

池

2
3
9

農
用

地
農

道
法

面
工

植
栽

工
野

生
生

物
の

移
動

阻
害

要
素

の
排

除
・

抑
制

移
動

ル
ー

ト
の

確
保

ラ
ム

サ
ー

ル
条

約
に

登
録

さ
れ

て
い

る
伊

豆
沼

に
接

す
る

自
然

保
護

を
尊

重
さ

れ
た

地
域

で
、

野
鳥

か
ら

見
え

る
終

点
部

に
つ

い
て

、
景

観
に

配
慮

し
た

工
事

を
行

っ
た

宮
城

県
農

林
水

産
部

農
村

振
興

課
、

環
境

調
和

に
配

慮
し

た
事

業
実

施
事

例
一

覧
、

平
成

1
6
年

2
月

、
事

例
1
0

鳥
類

宮
城

県
若

柳
町

　
志

波
姫

地
区

高
木

低
木

の
配

置
に

工
夫

2
4
0

た
め

池
－

－
－

生
物

生
息

環
境

の
保

全
・

創
出

生
物

生
息

空
間

の
確

保
変

化
に

富
ん

だ
地

形
の

保
全

・
形

成
・

凹
凸

に
富

む
曲

線
の

水
際

を
つ

く
る

・
池

の
底

面
に

凹
凸

を
も

た
せ

る
・

水
際

を
緩

勾
配

に
し

て
、

水
深

に
変

化
を

も
た

せ
る

生
物

多
様

性
配

慮
指

針
事

例
集

（
た

め
池

）
、

平
成

2
3
年

3
月

、
兵

庫
県

、
p
.
5

－
大

阪
府

2
4
1

た
め

池
－

－
－

野
生

生
物

の
生

息
環

境
の

保
全

・
創

出
多

様
な

水
辺

環
境

の
保

全
・

創
出

変
化

に
富

ん
だ

地
形

の
保

全
・

形
成

・
凹

凸
に

富
む

曲
線

の
水

際
を

つ
く

る
・

池
の

底
面

に
凹

凸
を

も
た

せ
る

・
水

際
を

緩
勾

配
に

し
て

、
水

深
に

変
化

を
も

た
せ

る

生
物

多
様

性
配

慮
指

針
事

例
集

（
た

め
池

）
、

平
成

2
3
年

3
月

、
兵

庫
県

、
p
.
5

－
大

阪
府



資料-1 

 

 

資-26 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

N
o
.

事
業

分
野

事
業

区
分

工
事

区
分

工
種

配
慮

項
目

配
慮

事
項

配
慮

事
例

出
典

等
(
文

献
･
論

文
･
U
R
L
等

)
対

象
生

物
そ

の
他

2
4
2

た
め

池
－

－
－

生
物

生
息

環
境

の
保

全
・

創
出

生
物

生
息

空
間

の
確

保
た

め
池

と
連

続
し

た
樹

林
の

現
況

保
全

・
ゾ

ー
ニ

ン
グ

の
際

、
た

め
池

に
樹

林
が

隣
接

し
て

い
る

部
分

は
「

樹
林

保
全

エ
リ

ア
」

と
し

て
現

況
の

保
全

に
努

め
る

生
物

多
様

性
配

慮
指

針
事

例
集

（
た

め
池

）
、

平
成

2
3
年

3
月

、
兵

庫
県

、
p
.
6

－
－

2
4
3

た
め

池
－

－
－

生
物

生
息

環
境

の
保

全
・

創
出

生
物

の
生

息
･
生

育
空

間
の

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

化
エ

コ
コ

リ
ド

ー
と

し
て

の
道

路
法

面
の

緑
化

や
河

川
（

水
域

）
の

連
続

性
の

確
保

（
中

山
間

部
の

谷
地

の
場

合
）

[
堤

体
護

岸
]
浸

食
防

止
・

経
済

性
等

か
ら

コ
ン

ク
リ

ー
ト

ブ
ロ

ッ
ク

張
工

[
堤

体
の

下
流

法
面

]
再

来
種

の
植

物
に

よ
る

緑
化

[
堤

体
以

外
の

水
際

]
極

力
、

現
況

の
ま

ま
の

水
際

環
境

を
保

全

生
物

多
様

性
配

慮
指

針
事

例
集

（
た

め
池

）
、

平
成

2
3
年

3
月

、
兵

庫
県

、
p
p
.
7
～

8
－

大
分

県
丸

山
た

め
池

兵
庫

県
加

古
大

池

2
4
4

た
め

池
－

－
－

生
物

生
息

環
境

の
保

全
・

創
出

生
物

の
生

息
･
生

育
空

間
の

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

化
エ

コ
コ

リ
ド

ー
と

し
て

の
道

路
法

面
の

緑
化

や
河

川
（

水
域

）
の

連
続

性
の

確
保

（
平

野
部

の
皿

池
の

場
合

）
[
堤

体
護

岸
]
生

物
の

生
息

・
生

息
環

境
を

確
保

す
る

エ
リ

ア
を

設
け

、
生

態
系

に
配

慮
し

た
護

岸
工

法
を

採
用

し
、

そ
の

他
は

浸
食

防
止

・
経

済
性

等
か

ら
コ

ン
ク

リ
ー

ト
ブ

ロ
ッ

ク
張

工
[
堤

体
の

下
流

法
面

]
再

来
種

の
植

物
に

よ
る

緑
化

[
堤

体
以

外
の

水
際

]
中

島
の

設
置

、
ヨ

シ
等

の
水

生
植

物
の

保
全

生
物

多
様

性
配

慮
指

針
事

例
集

（
た

め
池

）
、

平
成

2
3
年

3
月

、
兵

庫
県

、
p
p
.
7
～

8
－

大
分

県
丸

山
た

め
池

兵
庫

県
加

古
大

池

2
4
5

た
め

池
－

－
－

生
物

生
息

環
境

の
保

全
・

創
出

エ
コ

ト
ー

ン
へ

の
配

慮
後

背
地

と
の

連
続

性
の

確
保

・
た

め
池

の
岸

辺
の

湿
地

や
流

入
部

の
沿

岸
域

は
そ

の
環

境
を

で
き

る
だ

け
保

全
す

る

生
物

多
様

性
配

慮
指

針
事

例
集

（
た

め
池

）
、

平
成

2
3
年

3
月

、
兵

庫
県

、
p
p
.
9
～

1
0

カ
ス

ミ
サ

ン
シ

ョ
ウ

ウ
オ

兵
庫

県
加

古
川

市
寺

田
池

2
4
6

た
め

池
－

－
－

野
生

生
物

の
生

息
環

境
の

保
全

・
創

出
多

様
な

水
辺

環
境

の
保

全
・

創
出

後
背

地
と

の
連

続
性

の
確

保
水

際
の

緩
傾

斜
化

・
た

め
池

と
後

背
地

を
移

動
す

る
小

動
物

に
配

慮
し

て
、

水
際

を
緩

緩
傾

斜
と

す
る

・
緩

傾
斜

に
出

来
な

い
場

合
に

は
、

護
岸

の
一

部
に

小
動

物
が

移
動

可
能

な
ス

ロ
ー

プ
を

設
置

生
物

多
様

性
配

慮
指

針
事

例
集

（
た

め
池

）
、

平
成

2
3
年

3
月

、
兵

庫
県

、
p
p
.
9
～

1
0

－
兵

庫
県

加
古

川
市

寺
田

池

2
4
7

た
め

池
－

－
－

野
生

生
物

の
移

動
阻

害
要

素
の

排
除

・
抑

制
移

動
ル

ー
ト

の
確

保
後

背
地

と
の

連
続

性
の

確
保

管
理

道
路

・
側

溝
の

工
夫

・
管

理
用

道
路

の
未

舗
装

、
又

は
生

態
系

に
配

慮
し

た
舗

装
材

料
の

使
用

・
側

溝
を

小
動

物
が

落
ち

な
い

構
造

と
す

る

生
物

多
様

性
配

慮
指

針
事

例
集

（
た

め
池

）
、

平
成

2
3
年

3
月

、
兵

庫
県

、
p
p
.
9
～

1
0

ク
サ

ガ
メ

兵
庫

県
加

古
川

市
寺

田
池

2
4
8

た
め

池
－

－
－

生
物

生
息

環
境

の
保

全
・

創
出

エ
コ

ト
ー

ン
へ

の
配

慮
水

域
と

陸
域

の
接

点
で

の
多

様
性

の
確

保
（

既
存

の
護

岸
が

あ
る

場
合

の
工

法
：

堤
体

以
外

の
急

斜
面

の
水

際
）

捨
石

工
（

魚
類

等
配

慮
タ

イ
プ

）
・

水
中

に
捨

石
を

配
置

、
ヨ

シ
等

の
抽

水
植

物
の

植
栽

生
物

多
様

性
配

慮
指

針
事

例
集

（
た

め
池

）
、

平
成

2
3
年

3
月

、
兵

庫
県

、
p
p
.
1
1
～

1
4

ヨ
シ

兵
庫

県
加

古
川

市
寺

田
池
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N
o
.

事
業

分
野

事
業

区
分

工
事

区
分

工
種

配
慮

項
目

配
慮

事
項

配
慮

事
例

出
典

等
(
文

献
･
論

文
･
U
R
L
等

)
対

象
生

物
そ

の
他

2
4
9

た
め

池
－

－
－

野
生

生
物

の
生

息
環

境
の

保
全

・
創

出
多

様
な

水
辺

環
境

の
保

全
・

創
出

水
域

と
陸

域
の

接
点

で
の

多
様

性
の

確
保

（
既

存
の

護
岸

が
あ

る
場

合
の

工
法

：
堤

体
以

外
の

急
斜

面
の

水
際

）
捨

石
工

（
魚

類
等

配
慮

タ
イ

プ
）

・
水

中
に

捨
石

を
配

置
、

ヨ
シ

等
の

抽
水

植
物

の
植

栽

生
物

多
様

性
配

慮
指

針
事

例
集

（
た

め
池

）
、

平
成

2
3
年

3
月

、
兵

庫
県

、
p
p
.
1
1
～

1
4

ヨ
シ

兵
庫

県
加

古
川

市
寺

田
池

2
5
0

た
め

池
－

－
－

野
生

生
物

の
生

息
環

境
の

保
全

・
創

出
空

隙
の

多
い

環
境

の
保

全
水

域
と

陸
域

の
接

点
で

の
多

様
性

の
確

保
（

既
存

の
護

岸
が

あ
る

場
合

の
工

法
：

堤
体

以
外

の
急

斜
面

の
水

際
）

捨
石

工
（

魚
類

等
配

慮
タ

イ
プ

）
・

水
中

に
捨

石
を

配
置

、
ヨ

シ
等

の
抽

水
植

物
の

植
栽

生
物

多
様

性
配

慮
指

針
事

例
集

（
た

め
池

）
、

平
成

2
3
年

3
月

、
兵

庫
県

、
p
p
.
1
1
～

1
4

ヨ
シ

兵
庫

県
加

古
川

市
寺

田
池

2
5
1

た
め

池
－

－
－

生
物

生
息

環
境

の
保

全
・

創
出

エ
コ

ト
ー

ン
へ

の
配

慮
水

域
と

陸
域

の
接

点
で

の
多

様
性

の
確

保
（

既
存

の
護

岸
が

あ
る

場
合

の
工

法
：

堤
体

以
外

の
急

斜
面

の
水

際
）

捨
石

に
よ

る
緩

傾
斜

護
岸

工
・

既
存

護
岸

の
前

面
に

捨
石

で
緩

傾
斜

を
つ

く
り

、
ヨ

シ
等

の
群

落
を

形
成

す
る

生
物

多
様

性
配

慮
指

針
事

例
集

（
た

め
池

）
、

平
成

2
3
年

3
月

、
兵

庫
県

、
p
p
.
1
1
～

1
4

ヨ
シ

兵
庫

県
加

古
川

市
寺

田
池

2
5
2

た
め

池
－

－
－

野
生

生
物

の
生

息
環

境
の

保
全

・
創

出
多

様
な

水
辺

環
境

の
保

全
・

創
出

水
域

と
陸

域
の

接
点

で
の

多
様

性
の

確
保

（
既

存
の

護
岸

が
あ

る
場

合
の

工
法

：
堤

体
以

外
の

急
斜

面
の

水
際

）
捨

石
に

よ
る

緩
傾

斜
護

岸
工

・
既

存
護

岸
の

前
面

に
捨

石
で

緩
傾

斜
を

つ
く

り
、

ヨ
シ

等
の

群
落

を
形

成
す

る

生
物

多
様

性
配

慮
指

針
事

例
集

（
た

め
池

）
、

平
成

2
3
年

3
月

、
兵

庫
県

、
p
p
.
1
1
～

1
4

ヨ
シ

兵
庫

県
加

古
川

市
寺

田
池

2
5
3

た
め

池
－

－
－

野
生

生
物

の
生

息
環

境
の

保
全

・
創

出
空

隙
の

多
い

環
境

の
保

全
水

域
と

陸
域

の
接

点
で

の
多

様
性

の
確

保
（

既
存

の
護

岸
が

あ
る

場
合

の
工

法
：

堤
体

以
外

の
急

斜
面

の
水

際
）

捨
石

に
よ

る
緩

傾
斜

護
岸

工
・

既
存

護
岸

の
前

面
に

捨
石

で
緩

傾
斜

を
つ

く
り

、
ヨ

シ
等

の
群

落
を

形
成

す
る

生
物

多
様

性
配

慮
指

針
事

例
集

（
た

め
池

）
、

平
成

2
3
年

3
月

、
兵

庫
県

、
p
p
.
1
1
～

1
4

ヨ
シ

兵
庫

県
加

古
川

市
寺

田
池

2
5
4

た
め

池
－

－
－

生
物

生
息

環
境

の
保

全
・

創
出

エ
コ

ト
ー

ン
へ

の
配

慮
水

域
と

陸
域

の
接

点
で

の
多

様
性

の
確

保
（

既
存

の
護

岸
が

あ
る

場
合

の
工

法
：

堤
体

以
外

の
急

斜
面

の
水

際
）

荒
木

田
等

に
よ

る
緩

傾
斜

護
岸

工
・

既
存

護
岸

の
前

面
に

荒
木

田
な

ど
の

土
で

緩
傾

斜
を

つ
く

り
、

捨
石

や
乱

杭
な

ど
で

土
留

し
、

植
栽

す
る

生
物

多
様

性
配

慮
指

針
事

例
集

（
た

め
池

）
、

平
成

2
3
年

3
月

、
兵

庫
県

、
p
p
.
1
1
～

1
4

－
兵

庫
県

加
古

川
市

寺
田

池

2
5
5

た
め

池
－

－
－

野
生

生
物

の
生

息
環

境
の

保
全

・
創

出
多

様
な

水
辺

環
境

の
保

全
・

創
出

水
域

と
陸

域
の

接
点

で
の

多
様

性
の

確
保

（
既

存
の

護
岸

が
あ

る
場

合
の

工
法

：
堤

体
以

外
の

急
斜

面
の

水
際

）
荒

木
田

等
に

よ
る

緩
傾

斜
護

岸
工

・
既

存
護

岸
の

前
面

に
荒

木
田

な
ど

の
土

で
緩

傾
斜

を
つ

く
り

、
捨

石
や

乱
杭

な
ど

で
土

留
し

、
植

栽
す

る

生
物

多
様

性
配

慮
指

針
事

例
集

（
た

め
池

）
、

平
成

2
3
年

3
月

、
兵

庫
県

、
p
p
.
1
1
～

1
4

－
兵

庫
県

加
古

川
市

寺
田

池

2
5
6

た
め

池
－

－
－

野
生

生
物

の
生

息
環

境
の

保
全

・
創

出
空

隙
の

多
い

環
境

の
保

全
水

域
と

陸
域

の
接

点
で

の
多

様
性

の
確

保
（

既
存

の
護

岸
が

あ
る

場
合

の
工

法
：

堤
体

以
外

の
急

斜
面

の
水

際
）

荒
木

田
等

に
よ

る
緩

傾
斜

護
岸

工
・

既
存

護
岸

の
前

面
に

荒
木

田
な

ど
の

土
で

緩
傾

斜
を

つ
く

り
、

捨
石

や
乱

杭
な

ど
で

土
留

し
、

植
栽

す
る

生
物

多
様

性
配

慮
指

針
事

例
集

（
た

め
池

）
、

平
成

2
3
年

3
月

、
兵

庫
県

、
p
p
.
1
1
～

1
4

－
兵

庫
県

加
古

川
市

寺
田

池











資料-1 

 

 

資-32 

 

【引用文献】 

 

刊行物： 

・自然と生物にやさしい海域環境創造事例集、1999.11、（財）港湾空間高度化センター 

・施工環境監理者業務のための施工環境マニュアル、2005.6、（社）全国漁港漁場協会 

 

ＵＲＬ（平成 25 年 1 月 調査）： 

・生物多様性配慮指針 兵庫県  

http://www.kankyo.pref.hyogo.lg.jp/JPN/apr/topics/biodiversity/030_biotic_info/sub02

.html 

・国総研資料 第 393-395 号別冊 

道路環境影響評価の技術手法（別冊事例集 動物、植物、生態系） 

http://www.nilim.go.jp/lab/bcg/siryou/tnn/tnn0393_0395.htm 

・山口県環境配慮事例集（増補版） 

http://eco.pref.yamaguchi.jp/policy/assessment/pdfs/kankyojirei.pdf 

・環境配慮ガイドライン－広島県環境配慮推進要綱の手引き－ 平成 16年 3 月 

http://www.pref.hiroshima.lg.jp/site/eco/h-h2-gaidorain-index.html 

・水環境改善技術集 関東経済産業局 

http://www.kanto.meti.go.jp/tokei/hokoku/data/18sankou/18tokyobay_tech.pdf 

・生物多様性に配慮した緑化工法 施工事例集 兵庫県立農林水産技術総合センター・森林林業

技術センター、兵庫県但馬高原林道建設事務所 

http://hyogo-nourinsuisangc.jp/sinrin/images/diversity2007.pdf 

・都市の緑地等における生物多様性保全の取組事例 国土交通省 

http://www.mlit.go.jp/toshi/park/crd_parkgreen_tk_000005.html 

・SEGES 生物多様性保全につながる企業のみどり 100 選 特別認定サイト 

http://seges.jp/site/site_2010tayouseinintei.html 

・宮城県農林水産部農村振興課 環境調和に配慮した事業実施事例一覧 

http://www.pref.miyagi.jp/nosonshin/gijutukanri/kankyou/kankyoujirei.html 

 

学会誌等： 

・標津川下流域で行った試験的な川の再蛇行化に伴う魚類と生息環境の変化 

https://www.jstage.jst.go.jp/article/ece/7/2/7_2_187/_pdf 

・水工学に関する夏期研修会講義集 1982 年-PageNo.1 皆生海岸の離岸堤について 

http://www.jsce.or.jp/library/open/proc/maglist2/00027/1982/mg01.htm 















































資料-3 

 

資-55 

 

環境保全部会 

生物多様性専門部会（第 1回）講演会記録 

 

 

１．日 時：平成２４年８月２３日（水）10:00～12:00 

２．場 所：東京建設会館 6階 特別会議室 

３．講 師：一般財団法人 みなと総合研究財団 

理事  細川 恭史 様 

４．演 題：生物多様性と建設業の係わり 

５．出席者（以下、敬称略）： 

  ＜生物多様性専門部会委員＞ 

小西専門部会長（奥村）、黒岩副専門部会長（大林）、西口（奥村）、檜山（五洋）、高橋（佐藤）、

猪熊（大成）、三輪（竹中工）、西原（竹中土）、吉川（西松：記録）、土肥（日本国土）、笠（間）、

菅原（フジタ）、黒川（三井住友）、木俣（若築） 

  欠 席：若月（東急） 

  ＜保全技術専門部会委員＞ 

  中澤（熊谷）、亀井（大日本土） 

＜事務局＞ 

竹島、森、本田 

６．配布資料 

資料第 1 生物多様性専門部会講演会出席者名簿 

資料第 2 生物多様性と建設業のかかわり（ご講演用 ppt 資料コピー） 

資料第 3 From fail-safe to safe-to-fail: Sustainability and resilience in the new urban 

world（論文コピー） 

７．質疑応答・意見交換（Cはコメント） 

Q）ご講演の中で「苦い思い出」として紹介された干潟 vs 下水処理場については、同様の苦い経験

がある。下水処理場建設と既存の干潟の拡張とで便益を比較し、干潟拡張の方が良い評価となる

ように計算するように求められたことがある。 

C）干潟の方が BbyC（B（便益）/C（コスト））で有利であるという議論もあったが、こういう比較

検討では便益の考え方ひとつで、どちらでも優位と評価しうるので、やや虚しさを感じる。 

ただし、大きな干潟を造るのと小さな干潟を沢山造るのと、どちらがいいかといった学術的な検

討は必要だと思う。陸上では、小さな公園や保護地をあちこちに造るよりも、大きな公園や保護

地を造る方が有意義といえるが、海では地理的に離れていても水の中ではつながっているので、

小さな規模の干潟の創出でも生物の回復の役に立つ。 

今日紹介した「潮彩の渚」や、日テレで放映している「DASH 海岸」も小さな規模だが、大きな

魚は無理でも様々な生物が回復している。 

Q）ご紹介していただいた事例は、どういう位置付けの事業なのか？ 

A）「潮彩の渚」は、老朽化した護岸を耐震性向上のために改修した事例で、役所（関東地方整備局）
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が発注し、工事自体はゼネコンが請け負って施工したものである。 

C）ご講演の中で民間企業への試設計公募に応募がなかったことが紹介されていた。生物多様性に関

して民間の応答が弱いというのは情けないが、仕方のない面もある。生物多様性は、現在の市場

経済や経済合理性とは対極の部分にある場合が多い。しかし、であればこそ公共事業で取り上げ

るべきであろう。部会で取りまとめる報告書の提言の中でも、この点について触れたいと思う。 

Q）海では地理的に離れていても水でつながっているので、小さな規模の干潟の創出でも生物の回復

には意義があるというお話があった。陸上、特に都市部では小さなビオトープや緑地、公園など

を飛び石状につなげてエコロジカルネットワークを形成することが重要であるとされ、取組みも

行われているが、移動できるのは鳥類や飛翔性の昆虫類などに限られ、限界も感じる。何か次の

一手になるようなアイデアやご意見をお持ちではないか。 

A）それこそが建設業にとって次の商売のネタになりうるもののひとつであろう。緑道や緑地は、防

災の観点からも重要で、神戸の震災後の都市計画の検討の中でも話題に上がっている。途切れて

いる緑道を、お金をかけてでも繋ぎ、あわせて大きな公園などを整備していくことが重要であろ

う。想定できる便益を色々と数え上げて、冗長性の持つ価値を認めさせていくことが必要だと思

う。 

Q）一般的な公共事業の施工段階で、どのような配慮をすることが可能だろうか？本来であれば計画

段階から関与し、施工後も中長期のモニタリングやそれに基づく対策が必要なのだと思うが、一

般の公共事業の施工という限られた期間では、そこまで係わることができないのだが。 

A）建設業者は、指定の通りに施工しなければならないのでなかなか難しいと思う。例えば、素材の

調達において、運搬費は多少かかっても、より生物多様性に配慮した良いものを選ぶように提案

するとか、まずパイロット的に小規模なものを造って効果を確認してみませんかという提案をす

るのはありかも知れない。 

いずれにしても発注者の理解がないと、受注者だけでは工夫の余地が限られるのはやむを得ない

ところである。 

Q）例えば山岳土木の現場で、現場事務所の緑化を検討したことがあるが、イメージアップだとして

も、そんな場所では一般の人の目には触れないし、自然豊かな山の中で小さな緑化を行うことに

どれほど意味があるのか疑問に感じた。また、トンネルの孔口など小規模な場所では、どんな配

慮が可能だろうか？ 

A）山の中の緑化に意味があるかどうかはケースバイケースで一概には結論を出すことができないか

もしれない。小規模な場所でも、例えば動物を驚かせないような色づかいをするなどの配慮事例

はある。 

Q）不勉強でレジリアンス（resilience）という言葉を知らなかったが、キーワード・注目すべき概

念としてクローズアップされてきているのか？ 

A）震災の復旧・復興の議論のなかで、一部で取り上げられている。もともとは医学の領域で使われ

ていた用語である。なでしこジャパンが優勝した時に、ニューヨークタイムスが称賛した言葉が

「レジリアント」だった。 

Q）ご講演のまとめに「社会の要請と生物多様性側の要請とを両方理解した建設技術者の活躍が期待

されてくる」とあるが、環境系の学部から入社してくる社員の人材育成などについて、何かご意
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見をお持ちであれば、お聞かせ願いたい。 

A）社内の生物の専門家は、若いうちに、そういう課題に対応することが求められる現場に出て悩む

中で育成されることが望ましいと思う。そして、うまくいったり行かなかったりといったことを、

母校の先生に報告しに行ってもらったらよいのではないだろうか。 

Q）レジリアンスという言葉は、アメリカあるいはアメリカの造園・ランドスケープの分野では、流

行っているのか？ 

A）日本より多少は流行っているかも知れない。ただし、本日配布した論文の著者のオリジナルでは

ない。神戸の震災の後で、リダンダンシー（redundancy:冗長性）という言葉が取り上げられた

が、同じような感じで取り扱われていると思う。 

Q）いま国土を「強靭に」するという言葉も使われているが、これもレジリアンスと同様な意味で言

われているように思うが。 

A）一般的に言えば｢強靭さ｣は折れるとポキッといってしまうという感じなのに対し、レジリアント

は打たれ強い・回復が早いというニュアンスがある。治水でたとえれば、多少水はかぶっても死

人は出ないといった感じである。 

C）一般的な用語・語感ではそうであるが、いま「強靭」と言っているのは、まさにレジリアンスと

いう言葉で表現しようとしているものと同様な意味を込めているようである。 

Q）ご紹介いただいた「潮彩の渚」には先生ご自身は関与されているのか？また、見学は可能か？ 

A）直接の関与はしていないが、後ろでやれっやれっとけしかけていた。必要であれば、担当者に 橋

わたしはする。 

C）非常に良い事例なので、是非見学させていただきたいと思う。 

Q）当部会では建設技術者用の生物多様性配慮事例をまとめようとしている。オープンになっている

もので参考になりそうなまとまった資料をご存じではないだろうか？ 

A）残念だが、特にこれといった資料は把握していない。 

Q）「COD」に代わる、目標となる指標や、評価の仕方はあるか？ 

A）日テレの「DASH 海岸」がいいのは、「こんなフグが戻ってきたらいいね」というような目標がス

ッと出てくるところ。この干潟にどんな生物を呼び戻すかということを考えるときに、とんでも

ない希少種の回復を目的とするのはナンセンスだが、昔そこに居た生物を回復させるというのは

目標になりうる。ただし、戻ってはきたけれど個体数が少ないということも考えられる。そうい

う場合は、環境調査など色々と調べる必要がある。 

C）まだまだ不十分なレベルではあるが、建設業でも生物多様性保全の機運は生まれてきている。 

周知につなげる活動をしなければならないと思う。 

本日は示唆に富むご講演を頂いたので、是非、成果に生かしていきたい。 

 

                                          以上 
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